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平
成
2８
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算

主
な
事
業

産業・建設5
，１
５
４
万
円

社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業

　

小
城
市
と
佐
賀
市
を
結
ぶ

主
要
な
市
道
（
三
ヶ
島
・
大

和
線
）
に
架
か
る
三
ヶ
島
2

号
橋
は
32
年
経
過
し
、
劣
化

が
進
ん
で
い
た
。
今
回
、
ひ

び
割
れ
の
補
修
等
を
行
い
、

橋
の
安
全
確
保
と
長
寿
命
化

を
図
る
。

1
，３
２
０
万
円

急
傾
斜
地
崩
壊
防

止
事
業

　

平
成
28
年
6
月
の
梅
雨
前

線
豪
雨
に
よ
り
、
小
城
町
本ほ
ん

山ざ
ん

地
区
天
山
社
の
斜
面
が
崩

壊
し
、
神
社
施
設
が
被
災
し

た
た
め
、
斜
面
の
復
旧
工
事

を
行
い
安
全
対
策
を
図
る
。

主
な
事
業

▲︎補修される三ヶ島２号橋

平成２8年度
一般会計・特別会計補正予算を承認

　歳入の主なものは、市税および各種事業に伴う国・県支出金、分担金および負担金、市債の増のほか、基金
利子に伴う財産収入の増、財源調整として財政調整基金繰入金の減などである。
　歳出の主なものは、生活保護扶助費、介護給付費・訓練等給付費支給事業、社会資本整備総合交付金事業(橋
りょう補修)、急傾斜地崩壊防止事業などを計上するものである。

事　業　名 補正予算額 事　業　名 補正予算額
道路橋りょう災害復旧事業 226万円 急傾斜地崩壊防止事業 1,320万円

＜ 補 正 予 算 の 主 な も の ＞

  平成２８年度　１２月補正予算の状況  
一 般 会 計 ・ 特 別 会 計

会　計　区　分 補正前の額 補　正　額 補正後の額
一　般　会　計（第６号） 221億8,473万円 2億0,373万円 223億8,846万円
特　別　会　計 91億7,842万円 △ 176万円 91億7,666万円
授産場特別会計（第２号） 2,516万円 60万円 2,576万円
下水道特別会計（第３号） 23億8,377万円 △ 236万円 23億8,140万円
国民健康保険特別会計（第3号） 62億4,524万円 0 62億4,524万円

※万円未満は切り捨てています。
※国民健康保険特別会計（第3号）は、国庫補助金の確定に伴う財源振替を行うものです。
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主
な
議
案

意
見
書

（
発
議
第
２
号
）

　

議
員
定
数
２２
→
２０
へ

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
で

議
論
し
て
き
た
議
員
定
数
に

つ
い
て
、
２
人
を
削
減
す
る

議
員
発
議
を
行
い
、
賛
成
多

数
で
議
決
し
た
。
次
期
一
般

選
挙
か
ら
議
員
定
数
は
２０
人

と
な
る
。

（
議
案
第
82
号
）

　

小
中
学
生
の
医
療
費
に
対

し
、
償
還
払
い
方
式
に
よ
る

助
成
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
を
現
物
支
給
方
式
に
変
更

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
２９
年
４
月
か
ら
保
護

者
の
仮
払
い
の
負
担
が
な
く

な
る
。

※
現
物
給
付
…
受
給
資
格
証

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
医
療

機
関
窓
口
で
の
保
護
者
負
担

額
が
一
定
額
ま
で
と
な
る
方

式
。

�

※
償
還
払
い
…
医
療
機
関
窓

口
で
医
療
費
の
一
部
負
担
額

を
支
払
っ
た
後
、
市
へ
の
申

請
に
よ
り
保
護
者
負
担
額
を

除
い
た
医
療
費
が
返
還
さ
れ

る
方
式
。

（
議
案
第
8３
号
）

　

市
立
芦
刈
幼
稚
園
が
民
営

化
さ
れ
、
４
月
よ
り
「
あ
し

か
り
こ
ど
も
園
」
と
し
て
運

営
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
条
例

の
改
正
で
あ
る
。
運
営
は
、

芦
刈
保
育
園
を
運
営
し
て
い

る
芦
刈
福
祉
会
が
行
い
、
定

員
は
幼
稚
園
７０
名
、
保
育
園

１
１
０
名
と
な
る
。

意
見
書

（
第
５
号
）

　
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年

金
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見

書�

（
可
決
）

　

近
年
に
お
い
て
は
地
方
議

員
の
専
業
化
が
進
む
状
況
に

あ
る
。
一
方
、
市
町
村
議
員

へ
の
立
候
補
者
が
減
少
し
、

無
投
票
当
選
の
増
加
な
ど
住

民
の
関
心
の
低
下
や
地
方
議

員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
と

な
っ
て
い
る
。
議
員
の
年
金

制
度
を
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
に
す
る
こ
と
が
新
た
な

人
材
確
保
に
つ
な
が
る
と
し

て
、
厚
生
年
金
加
入
の
法
整

備
を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う

全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

（
第
６
号
）

　
参
議
院
議
員
選
挙
制
度
に

お
け
る
合
区
の
解
消
に
関
す

る
意
見
書�

（
可
決
）

　

戦
後
参
議
院
は
一
貫
し
て

都
道
府
県
単
位
で
代
表
を
選

出
し
て
き
た
。
一
票
の
格
差

を
「
違
憲
状
態
」
と
す
る
最

高
裁
判
所
の
判
例
を
踏
ま
え

た
選
挙
制
度
改
革
に
よ
り
、

平
成
２８
年
７
月
に
県
を
ま
た

い
で
の
合
区
に
よ
る
選
挙
が

実
施
さ
れ
た
。
合
区
は
緊
急

避
難
措
置
と
し
て
公
職
選
挙

法
の
抜
本
的
見
直
し
が
規
定

さ
れ
て
お
り
、
合
区
を
早
急

に
解
消
す
る
措
置
を
求
め
、

賛
成
多
数
で
採
択
し
た
。

討　
　

論

　
　
　
　
　

　

現
状
で
は
合
区
以
外
に
一

票
の
格
差
を
是
正
す
る
手
段

は
な
く
、
ま
た
、
人
口
減
少

社
会
に
お
い
て
は
参
議
院
も

広
域
の
代
表
と
す
る
べ
き
で

あ
る
。

　
　
　
　

　

合
区
に
よ
り
投
票
意
欲
が

低
下
し
て
お
り
、
ま
た
、
都

道
府
県
の
意
見
が
国
政
に
届

か
な
く
な
る
た
め
、
合
区
を

解
消
す
べ
き
で
あ
る
。

主
な
議
案

小
城
市
議
会
議
員
定
数
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例小
城
市
子
ど
も
の
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

小
城
市
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

反
対
討
論

賛
成
討
論

▲︎旧芦刈庁舎跡に完成が待たれる「あしかりこども園」


